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kantera

誰もが集まれる場所
ピア・スペース７番地

　ピア・スペース７番地は、障害の有無などに関わらず、誰でも自由に集まれるフリースペースです。
居場所運営協議会が、毎月第３土曜日13時～15時に直方市社会福祉協議会内にあるボランティアルー
ムで開催しています。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
し
て
情
報
の
発
信
・
共
有
・
拡

散
）
の
普
及
で
、
い
ち
い
ち
正
確

な
言
葉
を
使
わ
な
く
て
も
、
単
語

や
イ
ラ
ス
ト
の
や
り
と
り
で
簡
単

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
便
利
さ

の
陰
で
、
言
葉
の
使
い
方
を
め
ぐ

る
若
者
た
ち
の
「
異
変
」
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
経
済

協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に

よ
る
国
際
的
な
学
力
調
査
で
、
日

本
の
若
者
の
読
解
力
低
下
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
が
昨
年
度
全
国
体
力
テ
ス
ト

の
結
果
を
公
表
し
、
小
学
生
の
体

力
の
急
激
な
低
下
と
肥
満
の
増
加

の
要
因
と
し
て
、
ス
マ
ホ
の
普
及

に
よ
る
運
動
時
間
の
減
少
を
挙
げ

て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
マ
ホ
を
持
つ
子
ど
も

が
増
え
る
中
、
子
ど
も
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
。
昨
年

11
月
に
は
、
大
阪
の
女
児
が
男
に

連
れ
出
さ
れ
、
栃

木
県
の
交
番
で

保
護
さ
れ
た
。
便

利
さ
の
陰
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
件

が
広
が
っ
て
い

る
。…

（
広
田
）
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ど
う
し
て
ひ
き
こ
も
り
支
援
が

 　
必
要
な
の
か

　

全
国
に
は
１
５
５
万
人
の
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。（
２
０
１
９
年
３
月
内
閣
府
発

表
）
も
ち
ろ
ん
直
方
市
も
例
外
で
は

な
く
、
年
に
１
度
「
学
校
に
行
か
な

い
子
ど
も
を
支
え
る
会
」（
市
内
不
登

校
家
族
会
）
と
共
催
し
て
い
る
不
登

校
・
ひ
き
こ
も
り
学
習
会
の
参
加
者

か
ら
も
、
家
族
が
ひ
き
こ
も
り
状
態

で
悩
ん
で
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
川
崎
の
通
り

魔
殺
傷
事
件
や
、
元
次
官
が
長
男
を

殺
し
た
事
件
な
ど
、
ひ
き
こ
も
り
に

関
わ
り
の
深
い
事
件
が
多
く
報
道
さ

れ
、
世
間
の
ひ
き
こ
も
り
問
題
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
直
方
市
内
に
ひ

き
こ
も
り
相
談
に
関
す
る
専
用
窓
口

や
専
門
機
関
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
直
方
市
内
に
専
用
の
相
談

窓
口
や
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
を
作
り
、

ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
方
が
声

を
挙
げ
や
す
く
し
、
で
き
る
だ
け
身

近
な
場
所
で
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
る
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

 　

 

ひ
き
こ
も
り
防
止
支
援
事
業
と

 　
は
？

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
、
直
方

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
直
方

社
協
）
は
、
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で

い
る
方
の
力
に
な
る
た
め
「
ひ
き
こ

も
り
防
止
支
援
事
業
」
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
不
登
校
や

ひ
き
こ
も
り
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方

を
対
象
に
、
相
談
者
や
そ
の
家
族
等

が
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
を
解
決
す
る

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
は
、
相
談
支
援
の
み
先
行
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
、
適
応
指
導
教

室
（
市
が
不
登
校
中
の
小
中
学
生
を

対
象
に
開
い
て
い
る
教
室
）
の
長
期

休
暇
中
の
学
習
支
援
な
ど
の
充
実
を

図
る
予
定
で
す
。

 　
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問
題
で
悩

ん
で
い
る
方
に
向
け
た
専
用
相
談
窓

口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
当

事
者
や
そ
の
家
族
が
適
切
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
事
者

や
そ
の
家
族
に
限
ら
ず
、
ひ
き
こ
も

り
に
関
す
る
お
悩
み
を
抱
え
た
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
方
法
は
電
話
・
来
所
・
メ
ー

ル
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
来
所
の
場
合
は
、
担
当
職
員

が
不
在
の
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

事
前
に
電
話
・
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

 　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
不
登

校
児
に
向
け
た
学
習
支
援
を
行
う
に

あ
た
り
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

詳
細
を
聞
き
た
い
方
や
、
ひ
き
こ

も
り
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

直
方
社
協
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

 　
 

ひ
き
こ
も
り

 　
居
場
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に
伴
い
、

「
ひ
き
こ
も
り
居
場
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
」
を
２
日
に
わ
た
っ
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
１
日

の
み
の
参
加
や
当
日

参
加
も
可
能
で
す
。

社会福祉法人直方市社会福祉協議会
ひきこもり防止支援事業

電
話
相
談

　

０
９
４
９-

２
３-

２
５
５
１

来
所
相
談

　
直
方
社
協
（�

直
方
市
津
田
町
７
番
35
号
）

メ
ー
ル
相
談

　

scl-w
draw

l@
nogatashakyo.org

日
時
：
①
３
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　

②
３
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
：
直
方
市
中
央
公
民
館

　
　
　

第
１
会
議
室

参
加
費
：
無
料

講
師
：
３
月
22
日 　

元
当
事
者
の
立

場
か
ら
若
者
支
援

を
行
う

　
　
　
　
　

児
童
福
祉
施
設
職
員

　
　
　
　
　
　
　

三
村　

吉
郎
さ
ん

　
　
　

３
月
29
日 　

家
族
療
法
に
よ

る
支
援
を
実
践

　
　
　
　
　

医
療
法
人
富
田
醫
院

　
　
　
　
　
　
　

富
田　
　

伸
さ
ん

申
込
・
問
い
合
わ
せ
：

　
　
　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

０
９
４
９-

２
３-

２
５
５
１
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図書室

　

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
が
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
食
事
を

と
れ
る
よ
う
に
、
低
価
格
で
食
事

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や

そ
の
家
族
だ
け
で
な
く
、
大
人
の

み
の
参
加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

年
齢
や
収
入
、
障
害
の
有
無
な
ど

に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

12
時
～
15
時

●
会
場

　

画
廊
カ
ン
ヴ
ァ
ス

　
（
直
方
市
殿
町
10-

41
）

●
参
加
費�

　

大
人　
　

３
０
０
円

　

高
校
生　

１
５
０
円

　

中
学
生
以
下　

無
料

●
主
催

　

画
廊
カ
ン
ヴ
ァ
ス

●
問
い
合
わ
せ

　

代
表　

池
田

　

０
９
０（
２
８
５
９
）２
５
７
８

　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
在
宅
の
障
害
者
や
高
齢

者
等
の
社
会
参
加
促
進
と
自
立
支

援
の
た
め
、
移
動
送
迎
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

直
方
市
内
に
在
住
で

　

①�

手
帳（
障
害
者
、療
育
）を
持
っ

て
い
て
日
常
的
に
車
イ
ス
や

補
装
具
を
使
用
し
て
い
る
人

　

②�

要
介
護
３
以
上
で
日
常
的
に

車
イ
ス
や
補
装
具
を
使
用
し

て
い
る
人　
　
　
　
　

な
ど

●
運
行
範
囲

　

福
岡
県
内
日
帰
り

●
運
行
日

　

�

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月

３
日
）
を
除
く
毎
日

●
利
用
時
間

　

９
時
～
16
時
30
分

●
利
用
料

　

基
本
無
料

ガ
ソ
リ
ン
代
、
有
料
道
路
代
、
駐

車
場
代
は
実
費
負
担

移
動
送
迎
支
援
事
業

直
方
殿
町
子
ど
も
食
堂

著
　
者
　
外
山
滋
比
古

発
行
所　

筑
摩
書
房

「
思
考
の
整
理
学
」

移
転
し
ま
し
た
！

お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
お
が
た

　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
お
が
た
で
は
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
も
、
な
い
子
ど
も

も
一
緒
に
遊
ん
で
交
流
で
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
種
類
の
お
も
ち
ゃ
を
そ

ろ
え
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
閉
館
時

ま
で
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
来

て
く
れ
る
子
ど
も
は
、
幼
児
か
ら
小
学

校
前
期
の
子
が
中
心
で
す
。
年
に
数
回

は
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

す
る
の
で
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
お
り
、

子
ど
も
が
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

歓
迎
し
て
い
ま
す
。�

（
石
黒
）

■
開
館
日　

毎
週
土
曜
日　
　

■
開
館
時
間　

10
時
～
12
時　

13
時
～
15
時

■
場
所　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
直
方
市
津
田
町
７-

35
）

■
お
も
ち
ゃ
の
貸
し
出
し　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
点
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　
　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

おもちゃ図書館は
こちらに移転しました

遠
賀
川

直方市
社会福祉
協議会

直方
郵便局

　

学
校
は
、
知
識
を
重
視
し
、
先
生

と
教
科
書
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
う
グ

ラ
イ
ダ
ー
型
。
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
で

自
分
の
頭
で
考
え
、
自
力
で
飛
び
回

れ
る
飛
行
機
型
の
人
間
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
は
必
要
だ
。

　

30
年
間
で
２
０
０
万
部
以
上
売
れ

た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。
こ
こ
に
は
思
考

の
本
質
が
描
か
れ
て
い
る
。「
知
」と

い
う
営
み
に
対
す
る
向
き
合
い
方
を

考
え
る
う
え
で
、
ま
さ
に
礎
と
な
る

一
冊
で
あ
る
。
本
書
の
帯
に
は「
も
っ

と
若
い
と
き
に
読
ん
で
い
れ
ば
・・・
」

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
読
む
の
に
遅

す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

　

知
識
は
過
去
の
も
の
、
も
う
御
用

ず
み
、
そ
れ
に
対
し
て
思
考
の
ほ
う

は
価
値
が
あ
る
。
表
題
か
ら
、
論
理

的
で
学
術
的
な
印
象
だ
が
、
エ
ッ
セ

イ
風
で
、実
に
面
白
い
。

�

（
広
田
）

情

報

の

広

場

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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　介護苦によって孤立することのない地域を
目指し、介護コーディネーターの山

やま

川
かわ

　仁
ひとし

さ
んを交えて「介護で行き詰まる人と、そうで
ない人の違い」についてお話いただき、日常
生活の悩みなどを意見交換します。

集

編

後

記

　
一
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
、

被
害
が
大
き
か
っ
た
岡
山
県
倉
敷

市
が
作
成
し
た
「
豪
雨
災
害
対
応

検
証
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
犠
牲

者
（
関
連
死
を
除
く
）
51
人
の
内

９
割
が
高
齢
者
で
し
た
。
ま
た
、

19
人
が
自
宅
の
２
階
に
垂
直
避
難

す
れ
ば
助
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
が
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
情
報
」
を
発
令
し
た
と

き
災
害
弱
者
は
、
例
え
空
振
り
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ず
は
命
を

守
る
た
め
早
期
避
難
を
行
う
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

�

（
藤
田
）

もしもに備えるいつも
～災害に備え、知って伝えて考える～

　NPO 法人つなぎ te おおむた理事長の彌
いやなが

永恵理さんを
お招きします。『クロスロードゲーム体験』を通して災害
を自分ごととして考えましょう。

■と　き　令和２年３月１４日（土）
　　　　　１３時～１５時３０分
■ところ　直方市中央公民館　第３学習室
　　　　　（直方市津田町７－２０）
■参加費　１００円
■申込み　TEL・FAX・メールなど
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会
　　 　　 ℡　0949（23）2551

「第19回
  男性介護者のつどい」
  　　　　   参加者募集

令和元年度地域福祉セミナー

第45回 直方市ボランティアのつどい

心をくみとり、寄り添う傾聴
～聴くということ～

　傾聴ボランティアについて、北九州傾聴ボランティ
アひだまりの樹代表の毛利暁

あ き こ

子さんにお話ししていた
だきます。

■と　き　令和２年３月２１日（土）
　　　　　１３時３０分～１５時
■ところ　直方市中央公民館　第３学習室
　　　　　（直方市津田町７－２０）
■参加費　無料
■主　催　直方市ボランティア連絡協議会
　　　　　直方市社会福祉協議会
■共　催　障がい者問題を考える直方市連絡会議
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会
　　 　　 ℡　0949（23）2551

令
和
元
年
11
月
11
日
～
令
和
2
年
2
月
10
日

８
件　

合
計
金
額　

 

１
，０
９
０
，７
４
８
円

（
お
名
前
は
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
、敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

香
典
返
し
寄
付
金

●
中　

泉　
（
故
）藤
田　

正
吉

●
永
満
寺　
（
故
）久
保　

勝
子

●
中　

泉　
（
故
）藤
田　

哲
志

一
般
寄
付
金

●
直
方
三
中
古
希
同
窓
会

　
（
昭
和
40
年
卒
業
生
）

■と　き
　 令和２年３月２１日（土）１０時～１２時
■ところ
　直方市中央公民館　第３学習室
　（直方市津田町７－２０）
■対象者　男性介護者の方
　（ 奥様やご両親などを介護している方や、

その経験をされた方）
■参加費　１００円
■共　催　認知症の人と家族の会直方
■申込み　TEL・FAX・メールなど
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会
　　 　　 ℡　0949（23）2551

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
4・NOGATA


